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上峰自治会広報紙「上峰ひろば」

三　役 副会長 藤波征四郎（第 5支部長、事務局次長兼任）
 副会長 相澤浩三（第 6支部長、事務局長兼任）
支　部 第 1支部 支部長　渡部芳雄、副支部長　田中　隆
 第 2支部 支部長　上原延正、（会計次長兼任）副支部長　増島憲一、榎本　栄
 第 7支部 支部長　渡辺　修、副支部長　長井　功
専門部 衛生部 次　長　榎本　真次、
 女性部 次　長　佐々木綾子、
 防犯部 部　長　武藤治夫、次長　小森　允、岡田　正、
 総合企画部 部　長　游馬辰夫　次長　柴崎　実、小島勝之、游馬一明、榎本伸夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子隆行、羽倉朝康
  　　　　　　　　　部員　池田浩之、石川和己、榎本公一、榎本佳吾
  　　　　　　　　　　　　星野慶太、関根孝志
事務局　　　　　　　　参　与　白石明雄（会計兼任）、局員　杉本秀幸

令和2年度新任役員

任期満了に伴い地域から推薦され、さいたま市長、厚生労働大臣へ推奨し委託されました
　氏　名 　自治会所属 　  住  所  電話番号 　　　　　 担　当　地　区
平林みゆき 第 3支部 12-2 上峰 2-5-18 852-8980 上峰 1丁目３～１２
松本文江 第 2支部 14班 上峰 2-2-2 852-7501 上峰 1丁目１３～２４
石井真弓 第 3支部　9班 上峰 2-6-7 852-3736 上峰 2丁目１～８
松本澄子 第 2支部１3班 上峰 2-1-3 853-4534 上峰 2丁目９～１４、2丁目１６～２０
宮脇正一 第 3支部　4班 上峰 3-12-17 853-3693 上峰 1丁目１～２、3丁目１～１０
筑井清次 第 4支部　8班 上峰 4-4-7 854-4182 上峰 3丁目１１～１５、4丁目１～５
本多今朝子 第 5支部１9班 上峰 3-14-16 852-4023 上峰 4丁目６～１４

上峰担当民生委員が新たに任命されました

上峰自主防災会の主活動はこれから発生すると予測される震度６強の地震に対処する組織です。

　　　　　　　　　上峰自主防災会　　会　長　　松本一夫

　　　　　　　　　防　災　本　部　　本部長　　原　治雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　副本部長　相澤浩三　藤波征四郎　長浜宜男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次長　榎本　栄

第 1グループ 第 2グループ 第 3グループ 第４グループ 
（上峰 1丁目） （上峰 2丁目） （上峰 3丁目） （上峰４丁目） 総　務　部

防　犯　部

責任者 渡部芳雄 責任者 前原冨美夫 責任者 渡邊 修 責任者 福永光子 責任者 吉澤富士夫
　要配慮支援者 　要配慮支援者 　要配慮支援者 　要配慮支援者 　連絡係
　避難誘導係 　避難誘導係 　避難誘導係 　避難誘導係 　庶務係
　救出・救護係 　救出・救護係 　救出・救護係 　救出・救護係 　運搬係

　３9班 　５０班 　３６班 　２３班

責任者　武藤治夫

上峰自主防災会の組織構成


